
















要約:全国における学校検尿システムの現況をアンケートにより調査した。本研究班々員

88名にアンケート用紙を送付し,1都 1道 2府 23県におよぶ67施設または地区の回答が得

られた。その結果,現行の学校検尿システムは大きく2つに分けられた。そのひとつとして,

約 87％の地区では 3 回の検尿及び血液検査により暫定診断を下し,管理していた。もうひ

とつは,約 13%の地区で 2 回の検尿後に暫定診断を下し,その後医療機関で管理するもので

あった。また,学校検尿に関する委員会等を設定している地区は約 73%であり,残り約 27%

では設定していないのが現状のようである。細部では,陽性判定基準に大きな地域差を認め

た。検査項目及び第三次精密検診の費用負担等にも問題を認めた。しかし,現在の学校検尿

システムの最大の問題点は,有所見者の事後措置及び管理システムについてであると思わ

れる。約 36%の地区で事後措置はシステム化していないと答え,ほぼ同率の約 35%の地区で,

有所見者の経過観察は把握されていないと回答していた。今後,よりよい学校検尿システム

のあり方を考える際,管理システムの充実は不可欠な問題と思われた。 


